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第 1 章

Cisco UCS Server Diagnostic Utilityの概要

この章は、次の内容で構成されています。

•はじめに（1ページ）
•サポートされるプラットフォーム（1ページ）
•ハードウェア要件（1ページ）

はじめに
Cisco UCS Server Diagnostics Utility（Cisco UCS SDU）を使用すると、ユーザーはさまざまな
サーバーコンポーネントでインタラクティブなオフライン診断を実行して、CiscoUCSBシリー
ズ、Cシリーズ、Sシリーズ、および Xシリーズサーバーの正常性ステータスを確認できま
す。診断テストでコンポーネントに問題があることが特定された場合、CiscoUCS SDUは、コ
ンポーネントの正常性を改善するために取ることができる解決策として、推奨されるアクショ

ン項目も提供します。

サポートされるプラットフォーム
特定のリリースでサポートされているCiscoUCSサーバーを確認するには、関連するCiscoUCS
Server Diagnostic Utilitiesのリリースノートを参照してください。

ハードウェア要件
次に、Cisco UCS SDUの最低ハードウェア要件を示します。

• CD-ROMドライブ：Cisco UCS SDUを起動し、実行するためには、USBCD/DVD-ROMド
ライブが必要です。Cisco UCS SDUを起動するために、CIMC KVMで仮想メディアオプ
ションを使用することもできます。

•マウス：一部の機能では、ナビゲーション用に標準マウス（PS/2または USB）が必要で
す。
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• RAM：最低 4 GBの RAMが必要です。使用可能な RAMが最低推奨値未満の場合は、診
断ユーティリティが期待どおりに動作しないことがあります。
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第 2 章

Cisco UCS SDUの起動

この章は、次の内容で構成されています。

• cisco.comから ISOイメージを取得する（3ページ）
•仮想メディアを使用した Cisco UCS SDUの起動（4ページ）
•物理メディアを使用した Cisco UCS SDUの起動（6ページ）
• Cisco UCS SDUの終了（6ページ）

cisco.comから ISOイメージを取得する
サーバーに必要な ISOファイルを検索してダウンロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 software.cisco.comに移動し、[ダウンロードへのアクセス（Access downloads）]を選択します。

ステップ 2 [ソフトウェアのダウンロード（Software Download）]ページで、[製品の選択（Select a Product）]エリア
の [すべて参照（Browse all）]をクリックします。

ステップ 3 [Servers - Unified Computing]を選択します。

ステップ 4 右側に表示されるリストからサーバーのタイプを選択します。

ステップ 5 右側に表示される結果からサーバーのモデルを選択します。

ステップ 6 [ソフトウェアのタイプを選択（Select a Software Type）]リストで、[Unified Computing System（UCS）
Diagnostics]を選択します。

[ソフトウェアのダウンロード（Software Download）]ページの左側には、さまざまなリリースが表示され
ます。

ステップ 7 必要なリリースを選択します。
ファイル情報、リリース日、サイズなどの情報は、次の ISOファイルの右側に表示されます。

• Diagnostics for the Unified Computing System (UCS) Servers

• UEFI Diagnostics for the Unified Computing System (UCS) Servers
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ステップ 8 それぞれの ISOファイルに関連付けられている [ダウンロード（Download）]アイコンをクリックします。

ステップ 9 [Ciscoの一般契約条件（Cisco's General Terms Agreement）]ダイアログボックスで、[Ciscoの一般契約条
件に同意する（Accept Cisco General Terms）]をクリックします。
ISOファイルは、デフォルトのダウンロード場所にダウンロードされます。

仮想メディアを使用した Cisco UCS SDUの起動

KVMコンソールについて
KVMコンソールは Cisco IMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキー
ボード、ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。KVMコンソールを使用
すると、リモートの場所からサーバに接続できます。

KVMコンソールには次のタブがあります。

• [KVM]：このタブには、アプリケーションの起動時にCiscoUCSSDUアプリケーションが
表示されます。

• [Virtual Media]：このタブでは、仮想ドライブに次のものを対応付けることができます。

•コンピュータまたはネットワーク上の CD/DVD

•コンピュータまたはネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMG
ファイル）

KVMコンソールの開始
仮想 KVMコンソールを開始するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco IMCにログインします。

ステップ 2 対応する KVMコンソールを起動するサーバノードを選択します。

ステップ 3 [vKVMの起動（Launch vKVM）]をクリックします。

仮想 KVMコンソールにサーバーコンソールが表示されます。

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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仮想 KVMコンソールからの Cisco UCS SDUの起動
仮想KVMコンソールを使用して Cisco UCS SDUアプリケーションを起動するには、次の手順
を実行します。

始める前に

software.cisco.comから ISOイメージファイルをダウンロードします。イメージをダウンロー
ドする方法については、cisco.comから ISOイメージを取得する（3ページ）を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Cisco IMCにログインします。

ステップ 2 [vKVMを起動（Launch vKVM）]をクリックして、仮想 KVMコンソールを起動します。

ステップ 3 [Virtual Media]タブをクリックします。

[Virtual Media]タブが開きます。

ステップ 4 [仮想デバイスの有効化（Activate Virtual Devices）]をクリックします。

セッションが開始され、接続されていることを示すメッセージとともにダイアログボックスが表示され

ます。

ステップ 5 [CD/DVDのマッピング (Map CD/DVD)]をクリックし、ISOファイルを参照します。

ステップ 6 [Map Device]をクリックします。

ステップ 7 [Client View]セクションで、追加した ISOファイルに対応する [Mapped]カラムのチェックボックスを選
択して、マッピングが完了するのを待ちます。

仮想 KVMコンソールの [詳細（Details）]セクションに進行状況が表示されます。

ステップ 8 Cisco IMCで [サーバーの電源サイクル（Power Cycle Server）]をクリックしてサーバーをリブートしま
す。

ステップ 9 サーバーが起動したら、F6キーを押してブートデバイスを選択します。

ブート選択メニューが表示されます。

ステップ 10 [Cisco仮想 CD/DVD (Cisco Virtual CD/DVD)]を選択するには、矢印キーを使用し、Enterキーを押しま
す。

サーバーは、Diagnostics for the Unified Computing System (UCS) C-Series ServersまたはUEFI Diagnostics
for the Unified Computing System (UCS) C-Series Serversイメージを使用して起動し、[KVM]タブでアプ
リケーションを起動します。
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物理メディアを使用した Cisco UCS SDUの起動
物理 CD/DVDを使用してサーバー上で Cisco UCS SDUアプリケーションを起動するには、次
の手順を実行します。

始める前に

• cisco.comからイメージファイルをダウンロードします。イメージをダウンロードする方
法については、次を参照してください。 cisco.comから ISOイメージを取得する（3ペー
ジ）

• .iso CDを書き込むアプリケーションを使用して .iso CD作成します。

手順

ステップ 1 USBポート経由でサーバーに USB DVDドライブを接続します。

ステップ 2 DVDドライブに物理メディアを挿入します。

ステップ 3 サーバを再起動し、F6キーを押してブート選択メニューを表示します。ブートデバイスとして CDROM
ドライブを選択します。

サーバーは、Diagnostics for the Unified Computing System (UCS) C-Series Serversまたは UEFI Diagnostics
for the Unified Computing System (UCS) C-Series Serversイメージを使用して起動し、アプリケーションを
開始します。

Cisco UCS SDUの終了
Cisco UCS SDUを終了するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ディスクドライブから .isoディスクを取り出します。

ステップ 2 [電源の再投入（Power Cycle）]ボタンをクリックし、[電源の再投入（Power Cycle）]をクリックして、
サーバーの再起動を確認します。
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第 3 章

Cisco UCS SDUのユーザーインターフェイ
スについて

この章は、次の内容で構成されています。

•ライセンス契約（7ページ）
• [ナビゲーション（Navigation）]ペインと [作業（Work）]ペイン（8ページ）
•ツールバー（11ページ）

ライセンス契約
CiscoUCSSDUが起動すると、[ようこそ（Welcome）]画面が表示され、次に [エンドユーザー
ライセンス契約（End User License Agreement）]画面が表示されます。ライセンスに同意する
には、[同意する（Accept）]を選択します。

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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図 1 :ライセンス契約

[ナビゲーション（Navigation）]ペインと [作業（Work）]
ペイン

Cisco UCS SDU GUIは、画面の左側にある [ナビゲーション（Navigation）]ペインと、画面の
右側にある [作業（Work）]ペインで構成されます。
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図 2 : Cisco UCS SDUホームページ

[ナビゲーション（Navigation）]ペインには次のメニューがあります。

• [シャーシ（Chassis）]メニュー

• [診断（Diagnostics）]メニュー

• [ログ（Logs）]メニュー

ナビゲーションペインのメニューをクリックすると、関連するタブが画面の右側に表示されま

す。

ナビゲーションペインを折りたたんだり展開したりするには、ハンバーガーメニューアイコ

ンをクリックします。

（注）

[Chassis]メニュー

[Work]ペイン[Chassis]メニュー

サーバー健全性のサマリーを表示します。概要

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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[Work]ペイン[Chassis]メニュー

次のタブがあります：

•一般

• CPU

•メモリー

• PCI

•ネットワーク

• Graphics

•ストレージ

•電源モジュール

インベントリ

[診断（Diagnostics）]メニュー

[Work]ペイン[診断（Diagnostics）]メニュー

次のタブがあります：

•クイック

•包括

テスト

さまざまな期間にトリガーされた診断テスト

の詳細を提供します。

要約

[ログ（Logs）]メニュー

[Work]ペイン[ログ（Logs）]メニュー

一定期間に発生したさまざまなイベントに関

連するログのリストを提供します。

システムイベントログ

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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ツールバー

説明名前

さまざまなカラーコードで数字を表示します。

これは、実行中、合格、不合格、およびキャ

ンセルされた診断テストタスクの数を示しま

す。

•青：実行中のタスクの数

•緑：合格したテストの数

•赤：不合格だったテストの数

•黄：キャンセルされたテストの数

タスクの概要

• [情報（About）]：Cisco UCS SDUに関す
る全体的な情報を表示します。

• [SDUにようこそ（Meet SDU）]：Cisco
UCS SDUの [ようこそ（Welcome）]画面
を開きます。Cisco UCS SDU GUIのさま
ざまなコンポーネントの機能について学

習するには、[開始（Let's Go）]をクリッ
クし、[次へ（Next） ]ボタンで続行しま
す。

[ヘルプ（Help）]アイコン

[ユーザー設定（User Preferences）]ダイアロ
グボックスを起動します。[ライト（Light）]
テーマまたは [ダーク（Dark）]テーマを選択
できます。

（注）

テーマを選択すると、昼夜の自動切替スイッ

チは上書きされます。

[設定（Settings）]アイコン

[電源の再投入（Power Cycle）]ダイアログ
ボックスを起動します。

診断テストの完了後にサーバを再起動するに

は、[電源の再投入（Power Cycle）]をクリッ
クします。

（注）

まれに、サーバーの電源が複数回投入される

ことがあります。

[電源の再投入（Power Cycle）]アイコン
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第 4 章

サーバーの正常性とインベントリの詳細の

表示

この章は、次の内容で構成されています。

•正常性のサマリーの表示（13ページ）
•全般的な詳細の表示（15ページ）
• CPUの詳細の表示（16ページ）
•メモリの詳細の表示（17ページ）
• PCIの詳細の表示（18ページ）
•ネットワークの詳細の表示（19ページ）
•グラフィックスの詳細の表示（20ページ）
•ストレージの詳細の表示（20ページ）
•電源の詳細の表示（25ページ）

正常性のサマリーの表示
[概要（Overview）]ページには、診断テストのオプションが表示され、診断テストが正常に実
行された後の各インベントリコンポーネントの数と正常性ステータスが表示されます。

[正常（Healthy）]、[未入力（Unpopulated）]、[重大（Critical）]などの正常性ステータスエリ
アをダブルクリックすると、[インベントリ（Inventory）]の下に関連する詳細が表示されま
す。

（注）

手順

[シャーシ（Chassis）] > [概要（Overview）]に移動します。
次の情報が表示されます。

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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表 1 : [正常性（Health）]領域

説明名前

サーバーに関する次の詳細を表示します。

• [モデル（Model）]：サーバーのモデル番号

• [シリアル番号（Serial Number）]：サーバーの
シリアル番号

• [CIMCファームウェアバージョン（CIMC
Firmware Version）]：サーバーで実行されてい
る現在の CIMCのバージョン

• [BIOSファームウェアバージョン（BIOS
Firmware Version）]：サーバーで実行されてい
る現在の BIOSのバージョン

サーバ

サーバーで使用可能なドライブの総数と、正常なド

ライブの数を表示します。詳細については、スト

レージの詳細の表示を参照してください。

ドライブ

サーバーで使用されている PSUの総数と、正常な
PSUの数を表示します。詳細については、電源の詳
細の表示を参照してください。

PSU

サーバーで使用されている CPUの総数と、正常な
CPUの数を表示します。詳細については、CPUの詳
細の表示を参照してください。

CPU

サーバーで使用されているネットワークカードの総

数と、正常なネットワークカードの数を表示しま

す。詳細については、ネットワークの詳細の表示を

参照してください。

[ネットワーク（Network）]

サーバーで使用されているストレージコントローラ

の総数と、正常なストレージコントローラの数を表

示します。詳細については、ストレージの詳細の表

示を参照してください。

ストレージコントローラ

サーバーで使用可能なDIMMの合計数と、正常で使
用されていないDIMMの数を表示します。詳細につ
いては、メモリの詳細の表示を参照してください。

DIMM

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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説明名前

次の診断テストオプションが表示されます。

• [クイック実行（Run Quick）]：すべてのコン
ポーネントのクイック診断テストを実行できま

す。詳細については、クイック診断テストの実

行を参照してください。

• [総合実行（Run Comprehensive）]：すべてのコ
ンポーネントの総合診断テストを実行できま

す。詳細については、総合診断テストの実行を

参照してください。

[アクション（Actions）]ドロップダウンリスト

全般的な詳細の表示
[全般（General）]タブには、Cisco UCS SDUが起動されているサーバーの詳細が表示されま
す。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [全般（General）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

表 2 : [Details]領域

説明名前

サーバーの全体的な正常性ステータスを表示しま

す。

[ヘルス（Health）]

サーバーの Cisco PID。モデル（Model）

サーバのシリアル番号。シリアル番号

サーバーで実行されている現在のファームウェア

バージョン。

Firmware Version

サーバーで実行されている現在のBIOSバージョン。BIOSのファームウェアバージョン

サーバーがマウントされているシャーシのタイプ。シャーシタイプ

サーバーのメーカー。製造元

Cisco UCS Server Diagnostics Utilityユーザガイド、リリース 7.1
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表 3 :プロパティ領域

説明名前

サーバー名を指定します。サーバー名（Server Name）

サーバーの正面図、上面図、および背面図を表示し

ます。

（注）

図は説明のみを目的としています。実際のサーバー

の外見とは異なる場合があります。

前面（Front）/上部（Top）/背面（Rear）ボタン

サーバーの CPU数。CPU

CPUのコア数。コア

コア合計のうち、有効になっているコア数。有効なコア

CPUが同時に処理できる最大スレッド数。Threads

サーバーで使用可能な PCIeアダプタ数。[PCI Adapters]

CPUの合計キャパシティ。CPUキャパシティは、ソ
ケット数、有効なコア数、およびCPUの速度を掛け
て計算されます。

CPUキャパシティ =ソケット数 X有効化されたコ
ア X速度(GHz)。

すべてのDIMMが完全に機能している場合に、サー
バーで使用できるメモリの合計量（ギビバイト単

位）。

メモリ容量(GiB)

サーバーの合計ストレージキャパシティ（ギビバイ

ト単位）。

ストレージキャパシティ（GiB）

サーバー内のストレージドライブの数。ディスク

サーバーを識別する数字または英数字の文字列。UUID

CPUの詳細の表示
[CPU]タブには、サーバーに取り付けられている CPUの詳細が表示されます。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。
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ステップ 2 [CPU]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

CPUのモデル。モデル（Model）

全体的な CPUの正常性。[ヘルス（Health）]

全コアのうち有効化されているものの数。有効化されたコア数

CPUのコアの合計数。コア数

CPUが同時に処理できる最大スレッド数。スレッド数

CPUの速度（メガヘルツ単位）。[最高速度（Max Speed）（MHz）]

CPUのメーカー。ベンダー

CPUの署名情報。署名（Signature）

メモリの詳細の表示
[メモリ（Memory）]タブには、サーバーに取り付けられている DIMMの詳細が表示されま
す。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [メモリ（Memory）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

サーバー内の配置に応じた DIMMの名前。[Name]カラム

特定のスロットの DIMMの有無を表示します。[Status]カラム

DIMMの全体的な正常性ステータス。[Health]カラム

DIMMスロットが装着されている場合は、ロケータ
LEDの情報を表示します。

（注）

DIMMスロットが空の場合は適用されません。

[ロケータ LED（Locator LED）]カラム
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説明名前

DIMMのキャパシティ（メビバイト単位）。[キャパシティ（Capacity）（MiB）]カラム

メモリモジュールがマザーボードのメモリコント

ローラと通信するアーキテクチャのタイプ。

[Channel Type]カラム

DIMM速度（メガヘルツ単位）。[速度 (MHz) (Speed (MHz))]カラム

DIMMの製造元。[製造元（Manufacturer）]カラム

DIMMのシリアル番号。[Serial Number]カラム

サーバーのユーザー定義タグ。デフォルトでは、新

しいサーバーのアセットタグは [不明（Unknown）]
として表示されます。

[アセットタグ（Asset Tag）]フィールドを更新する
場合は、次のガイドラインに従ってください。

• [アセットタグ（Asset Tag）]フィールドの最大
文字数は 32文字です。

• [アセットタグ（Asset Tag）]には、次の特殊文
字を含めることはできません。

• &

• !

[Asset Tag]カラム

ベンダーによって割り当てられた DIMMの部品番
号。

[Part Number]カラム

メモリモジュールインターフェイスのビット数。[Data Width]カラム

PCIの詳細の表示
[PCI]タブには、サーバーに取り付けられている PCIeカードの詳細が表示されます。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [PCI]タブを選択します。
次の情報が表示されます。
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説明名前

PCIeカードの名前。[Name]カラム

PCIeカードが取り付けられているサーバースロッ
ト。

[スロット（Slot）]カラム

ベンダーによって割り当てられたアダプタ ID。[ベンダー ID（Vendor ID）]カラム

ベンダーによって割り当てられたセカンダリアダプ

タ ID。
[サブベンダー ID（Sub Vendor ID）]カラム

ベンダーによって割り当てられたデバイス ID。[Device ID]カラム

ベンダーによって割り当てられてたセカンダリデバ

イス ID。
[Sub Device ID]カラム

エンドポイントが接続されている PCIeスイッチを
識別するためのバス番号。

[バス番号（Bus Numbers）]カラム

ネットワークの詳細の表示
[ネットワーク（Network）]タブには、サーバーに取り付けられているネットワークアダプタ
の詳細が表示されます。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [ネットワーク（Network）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

ネットワークアダプタの名前。[Name]カラム

ネットワークアダプタの全体的な正常性ステータ

ス。

[Health]カラム

ネットワークアダプタが装着されているスロット。[スロット（Slot）]カラム

ネットワークアップリンクに使用されるポート ID。[Uplink Port]カラム

ネットワークアダプタのベンダー。[Vendor]カラム
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説明名前

ネットワークアダプタとネットワークメディア間

の物理接続の現在の状態を示します。

[リンクステータス（Status）]カラム

ネットワークアダプタのMACアドレス。[MAC Address]カラム

グラフィックスの詳細の表示
[グラフィックス（Graphics）]タブには、サーバーに取り付けられているグラフィック処理ユ
ニット（GPU）カードの詳細が表示されます。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [グラフィックス（Graphics）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

GPUカードの名前。[Name]カラム

GPUカードが取り付けられているスロット。[スロット（Slot）]カラム

GPUカードのベンダー。[Vendor]カラム

GPUカードのシリアル番号[Serial Number]カラム

ストレージの詳細の表示
[ストレージ（Storage）]タブには、各ストレージコントローラと関連するドライブの詳細が
表示されます。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。
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表 4 :ストレージコントローラとドライブ

説明名前

ストレージコントローラが制御している物理ドライ

ブの数を表示します。

物理ドライブアイコン

ストレージコントローラが制御している仮想ドライ

ブの数を表示します。

仮想ドライブアイコン

ストレージコントローラの正常性を表示します。[ヘルス（Health）]

ストレージコントローラが取り付けられているス

ロット。

スロット

ストレージコントローラで実行されている現在の

ファームウェアバージョン。

Firmware Version

ストレージコントローラのシリアル番号。シリアル番号

予期しない電力損失が発生した場合に、ストレージ

コントローラのキャッシュメモリに提供されるバッ

テリバックアップ。

Battery Backup Unit

ストレージコントローラの起動プロセスを開始する

ファームウェアのバージョン。

ブートローダのバージョン

Physical Drives

デバイスの名前。[Name]カラム

ドライブのベンダー。[Vendor]カラム

ドライブの全体的な正常性ステータス。[Health]カラム

ドライブとストレージコントローラの間で使用され

る標準の通信方式を示します。次のいずれかになり

ます。

• SAS

• SATA

[プロトコル（Protocol）]カラム

ドライブのタイプ。次のいずれかになります。

• HDD

• SSD

[メディアタイプ（Media Type）]カラム

ドライブが取り付けられているスロット。[スロット（Slot）]カラム

ドライブのモデル番号。[Model]カラム
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説明名前

ドライブのシリアル番号。[Serial Number]カラム

ドライブのキャパシティ（ギビバイト単位）。[Capacity (GiB) (容量 (GiB))]カラム

ドライブのキャパシティ（バイト単位）。[キャパシティ（Capacity）]カラム

ドライブの構成状態。[State]カラム

ドライブにインストールされている現在のファーム

ウェアバージョン。

[Revision]カラム

1回の操作で読み取りまたは書き込みできるデータ
量（バイト単位）。

[ブロックサイズ（バイト）（BlockSize（Bytes））]
カラム

ドライブのデータ転送速度（ギガビット/秒）。[対応速度（Gb/s）（Capable Speed（Gb/s））]カラ
ム

選択したドライブが、それを選択した時点で動作し

ていた温度。

[動作温度（°C）（Operating Temperature（°C））]
カラム

ドライブで障害が発生した可能性があることをコン

トローラが予測した回数。

[予測障害回数（Predictive Failure Counts）]カラム

ドライブが最初に取り付けられた時点、またはホス

トが再起動された時点から発生したメディアエラー

の数。

[メディアエラー数（Media Error Counts）]カラム

強制的なサイズ変換処理の実行後の容量（ギビバイ

ト単位）。

[強制サイズ（GiB）（Coerced Size（GiB））]カラ
ム

強制のために失われた領域を含む元の容量（ギビバ

イト単位）。

[非強制サイズ（GiB）（Non Coerced Size（GiB））]
カラム

強制的なサイズ変換処理の実行後の容量（バイト単

位）。

[強制サイズ（バイト）（Coerced Size（Bytes））]
カラム

強制のために失われた領域を含む元の容量（バイト

単位）。

非[強制サイズ（バイト）（Non Coerced Size
（Bytes））]カラム

ドライブをマザーボードに接続する接続方式。[ロケーションタイプ（Location Type）]カラム

ドライブが、外部の攻撃者がデータを読み取れない

ようにするための、データ暗号化をサポートしてい

るかどうかを定義します。

[暗号化機能（Encryption Ability）]カラム

ドライブのサービスラベル番号。[サービスラベル（Service Label）]カラム

仮想ドライブ
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説明名前

デバイスの名前。[Name]カラム

ドライブの構成状態。[State]カラム

起動可能ドライブかどうかを定義します。[ブート可能（Bootable）]カラム

適用される RAID構成のタイプ。[RAIDタイプ（RAID Type）]カラム

RAIDコントローラが同時に書き込むデータセグメ
ントのサイズ。

[ストリップサイズ（Strip Size）]カラム

ドライブのキャパシティ（ギビバイト単位）。[Capacity (GiB) (容量 (GiB))]カラム

ドライブのキャパシティ（バイト単位）。[キャパシティ（Capacity）]カラム

ホストオペレーティングシステムで仮想ドライブ

へのアクセスに使用できる方法。次のいずれかにな

ります。

• [Blocked]：ホストはドライブにアクセスできま
せん。

• [Read-Write]：ホストはドライブにフルアクセ
スできます。

• [Read-Only]：ホストはドライブからデータの読
み取りだけを行うことができます。

[ボリューム IOポリシー（Volume IO Policy）]カラ
ム

コントローラによる先行読み出し機能の使用方法を

指定します。次のいずれかになります。

• [適応（Adaptive）]：コントローラが、先行読
み出しによりパフォーマンスが向上すると判断

したときに、先行読み出しを有効にし、使用し

ます。

• [Always]：先行読み出しがイネーブルで、常に
使用されます。

• [なし（None）]：先行読み出しがディセーブル
です。

[ボリューム先読みポリシー（Volume Read Ahead
Policy）]カラム
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説明名前

コントローラによるディスクキャッシングの処理方

法を指定します。次のいずれかになります。

• [無効（Disable）]：キャッシングはドライブで
無効です。

• [有効（Enable）]：キャッシングはドライブで
有効です。

• [変更なし（Unchanged）]：ドライブに指定さ
れているキャッシングポリシーがコントローラ

によって使用されます。

[ボリュームドライブキャッシュポリシー（Volume
Drive Cache Policy）]カラム

現在実行中のキャッシュポリシー。次のいずれかに

なります。

• [ライトスルー（Write Through）]：データは
キャッシュと物理ドライブの両方に書き込まれ

ます。データがドライブに書き込まれるまで

は、トランザクションは完了としてマークされ

ません。

• [ライトバック（Write Back）]：書き込まれた
データはキャッシュに格納され、帯域幅が使用

できるようになると物理ドライブに書き込まれ

ます。このポリシーでは [ライトスルー（Write
Through）]モードよりも書き込みのパフォーマ
ンスが向上しますが、BBUに欠陥がある場合、
またはBBUの学習サイクルが進行中の場合は、
[ライトスルー（Write Through）]モードに戻
ります。

• [不良 BBUでもライトバックを維持（Write
Back Even If Bad BBU）]：BBUが不良であって
も、キャッシングは [ライトバック（Write
Back）]モードに維持されます。電源障害が発
生した場合、このモードではデータが失われる

可能性があります。

[構成済み書き込みキャッシュポリシー（Configured
Write Cache Policy）]カラム

（注）

[すべて展開（Expand All）]ボタンを使用すると、すべてのストレージコントローラと関連するドライブ
を展開ビューで表示できます。[すべて折りたたむ（Collapse All）]ボタンを使用すると、ストレージコン
トローラのリストを表示できます。

（注）
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カラムの項目は、物理ドライブのタイプによって異なる場合があります。

電源の詳細の表示
[電源（Power Supply）]タブには、サーバーに取り付けられている電源ユニット（PSU）の詳
細が表示されます。

手順

ステップ 1 [シャーシ（Chassis）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 2 [電源（Power Supply）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

PSUの名前。[Name]カラム

PSUの全体的な正常性ステータス。[Health]カラム

PSUのシリアル番号。[Serial Number]カラム

PSUの Cisco PID。[PID]カラム

PSUの入力電力（ワット単位）。[電源入力（ワット）（Power Input（Watts））]カ
ラム

PSUによって供給される最大出力電力（ワット単
位）。

[電源出力（ワット）（Power Output（Watts））]
カラム
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第 5 章

サーバーの診断方法

Cisco UCS SDUを使用すると、サーバーのさまざまなコンポーネントで診断テストを実行し
て、正常性ステータスを確認し、問題が発生した場合に是正措置を講じることができます。

次の方法で、サーバーの診断を実行できます。

•クイックテスト

•包括的テスト

この章は、次の内容で構成されています。

•クイック診断テストの実行（27ページ）
•総合診断テストの実行（30ページ）

クイック診断テストの実行
限られたサイクルで実行される限られた数の診断テストのみを実行する場合は、[クイック診
断テスト（Quick Diagnostic Test）]を選択できます。通常、これらのテストは完了するまでに
約 60分かかります。

手順

ステップ 1 [診断（Diagnostics）] > [テスト（Tests）]に移動します。

ステップ 2 [クイック（Quick）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

このテストが対象とするサーバーコンポーネント。[カテゴリ（Category）]列

コンポーネントの一意の ID。[コンポーネント ID（Component Id）]列

コンポーネントの名前。[component]列
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説明名前

テストの名前。テストをクリックすると、次の詳細

を表示できます。

•テスト名

•テストタイプ

•コンポーネント ID

•コンポーネント

•カテゴリ

•説明

•パラメータのカスタマイズ

パラメータの編集

[パラメータのカスタマイズ（Customize
Parameters）]エリアでパラメータの値を編集する
には、必須フィールドの値を更新し、[保存（Save）]
をクリックします。

（注）

デフォルトの値に戻すには、[リセット（Reset）]
をクリックします。

テストの実行

テストを手動で実行するには、[詳細（Details）]画
面で [このテストを実行（Run this Test）]をクリッ
クします。

[診断テスト（Diagnostic Test）]列

テストの目的を説明しています。[Description]カラム
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説明名前

テストで使用されるパラメータ。パラメータを編集

するには、パラメータにマウスを合わせて [編集
（Edit）]をクリックし、必要なフィールドの値を更
新して、[保存（Save）]をクリックします。

（注）

デフォルトの値に戻すには、[リセット（Reset）]
をクリックします。

次に、編集可能なさまざまなコンポーネントのパラ

メータを示します:

• CPU：継続時間

•グラフィックス：継続時間、繰り返し

•メモリ：サイズ、繰り返し

• NUMA：継続時間

•ストレージ：継続時間

[パラメータ（Parameters）]列

リストされているすべてのコンポーネントのクイッ

ク診断テストを実行します。[診断開始（Start
Diagnostics）]ボタンをクリックして続行します。

[クイック診断（Quick Diagnostics）]ボタン

このボタンは、リストから 1つ以上のコンポーネン
トを選択すると表示されます。[診断開始（Start
Diagnostics）]ボタンをクリックして続行します。

[選択した診断の実行（Run Selected Diagnostics）]
ボタン

ステップ 3 次のいずれかの手順を使用して、クイック診断テストを実行します。

a) すべてのコンポーネント：リストされているすべてのコンポーネントの診断テストを実行する場合は、
[クイック診断（Quick Diagnostics）]ボタンをクリックします。[クイック診断の実行（Run Quick
Diagnostics）]ダイアログボックスで、[診断の開始（Start Diagnostics）]をクリックします。

b) 選択したコンポーネント：選択したコンポーネントの診断テストを実行する場合は、リストから各コ
ンポーネントのチェックボックスをオンにし、[選択した診断の実行（Run Selected Diagnostics）]ボタ
ンをクリックします。[選択したクイックテストの実行（Run Selected Quick Tests）]ダイアログボッ
クスで、[診断の開始（Start Diagnostics）]をクリックします。

c) 特定の診断テスト：コンポーネントに固有の診断テストを直接実行する場合は、[診断テスト（Diagnostic
Test）]列でテスト名をダブルクリックし、[このテストを実行（Run this Test）]ボタンをクリックし
ます。

上記のすべての手順で、タスクがトリガーされると、次のメッセージが表示されます。

• Diagnostics initiated successfully（診断は正常に開始されました）

（注）

[グラフィックス（Graphics）]のテストを開始すると、さまざまな形状の赤色のピクセルが確認できます。
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診断テストを開始した後、[表示（View）]ボタンをクリックすると、タスクの実行ステータスを確認でき
ます。ステータスは [サマリー（Summary）]ページに表示されます。詳細については、診断タスクの詳細
の表示を参照してください。

総合診断テストの実行
拡張サイクルで実行される、診断テストの総合リストを実行する場合は、[総合診断テスト
（Comprehsive Diagnostic Test）]を選択できます。通常、これらのテストで、すべてのサー
バーコンポーネントの診断が完了するまでには 240分以上かかります。

手順

ステップ 1 [診断（Diagnostics）] > [テスト（Tests）]に移動します。

ステップ 2 [総合（Comprehsive）]タブを選択します。
次の情報が表示されます。

説明名前

このテストが対象とするサーバーコンポーネント。[カテゴリ（Category）]列

コンポーネントの一意の ID。[コンポーネント ID（Component Id）]列

コンポーネントの名前。[component]列
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説明名前

テストの名前。テストをクリックすると、次の詳細

を表示できます。

•テスト名

•テストタイプ

•コンポーネント ID

•コンポーネント

•カテゴリ

•説明

•パラメータのカスタマイズ

パラメータの編集

[パラメータのカスタマイズ（Customize
Parameters）]エリアでパラメータの値を編集する
には、必須フィールドの値を更新し、[保存（Save）]
をクリックします。

（注）

デフォルトの値に戻すには、[リセット（Reset）]
をクリックします。

テストの実行

テストを手動で実行するには、[詳細（Details）]画
面で [このテストを実行（Run this Test）]をクリッ
クします。

[診断テスト（Diagnostic Test）]列

テストの目的を説明しています。[Description]カラム
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説明名前

テストで使用されるパラメータ。パラメータを編集

するには、パラメータにマウスを合わせて [編集
（Edit）]をクリックし、必要なフィールドの値を更
新して、[保存（Save）]をクリックします。

（注）

デフォルトの値に戻すには、[リセット（Reset）]
をクリックします。

次に、編集可能なさまざまなコンポーネントのパラ

メータを示します:

• CPU：継続時間

•グラフィックス：継続時間、繰り返し

•メモリ：サイズ、繰り返し

• NUMA：継続時間

•ストレージ：継続時間

[パラメータ（Parameters）]列

すべてのコンポーネントに対して総合的な診断テス

トを実行します。[診断開始（Start Diagnostics）]ボ
タンをクリックして続行します。

[総合診断（Comprehensive Diagnostics）]ボタン

このボタンは、リストから 1つ以上のコンポーネン
トを選択すると表示されます。[診断開始（Start
Diagnostics）]ボタンをクリックして続行します。

[選択した診断の実行（Run Selected Diagnostics）]
ボタン

ステップ 3 次のいずれかの手順を使用して、総合診断テストを実行します。

a) すべてのコンポーネント：リストされているすべてのコンポーネントの診断テストを実行する場合は、
[総合診断（Comprehsive Diagnostics）]ボタンをクリックします。[総合診断の実行（Run Comprehsive
Diagnostics）]ダイアログボックスで、[診断の開始（Start Diagnostics）]をクリックします。

b) 選択したコンポーネント：選択したコンポーネントの診断テストを実行する場合は、リストから各コ
ンポーネントのチェックボックスをオンにし、[選択した診断の実行（Run Selected Diagnostics）]ボタ
ンをクリックします。[選択した総合テストの実行（Run Selected Comprehsive Tests）]ダイアログボッ
クスで、[診断の開始（Start Diagnostics）]をクリックします。

c) 特定の診断テスト：コンポーネントに固有の診断テストを直接実行する場合は、[診断テスト（Diagnostic
Test）]列でテスト名をダブルクリックし、[このテストを実行（Run this Test）]ボタンをクリックし
ます。

上記のすべての手順で、タスクがトリガーされると、次のメッセージが表示されます。

• Diagnostics initiated successfully（診断は正常に開始されました）

（注）

グラフィックスのテストを開始すると、さまざまな形状の赤色のピクセルが確認できます。
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重要

診断テストを開始した後、[表示（View）]ボタンをクリックすると、タスクの実行ステータスを確認でき
ます。ステータスは [サマリー（Summary）]ページに表示されます。詳細については、診断タスクの詳細
の表示を参照してください。
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第 6 章

診断タスクの詳細の表示

クイックテストと総合テストを実行すると、タスクがすぐに作成され、[サマリー（Summary）]
ウィンドウに表示されます。

[サマリー（Summary）]ウィンドウには、さまざまな期間にトリガーされたタスクのリストに
関する詳細が表示されます。

手順

[診断（Diagnostics）] > [サマリー（Summary）]に移動します。
次の情報が表示されます。
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説明名前

[タスク名（Task Name）]カラム
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説明名前

タスクの名前。診断テストを実行すると、対応するタスク名が

[タスク名（Task Name）]カラムに表示されます。

タスク名をクリックすると、タスクの詳細と実行フローが表示

されます。[解決方法（Resolutions）]タブには、問題が発生し
た場合に実行する必要がある推奨アクションが表示されます。

[詳細（Detail）]領域には、次の情報が表示されます。

•状態

•ステータス

•タスク ID

•名前

• [時間（Duration）]

•開始時刻

•終了時刻

[実行フロー（Excetution Flow）]領域には、次の情報が表示さ
れます。

•テストの名前

•テストの長さ

•テストが属するコンポーネントカテゴリ（CPUなど）

•タスクの実行結果（例：成功など）

テスト名に関連付けられている [追加（Add） ]アイコンをク
リックすると、次のいずれかのステージがタイムスタンプとと

もに表示されます。

（注）

次に例を示します。実際のステージは、選択したコンポーネ

ントによって異なります。

合格:

•診断テストがキューに入れられています

•診断が進行中です

•テストに合格しました

失敗:

•診断テストがキューに入れられています
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説明名前

診断が進行中です•

•テストに失敗しました

更新タスクの現在の状態を定義します。次のいずれかになりま

す。

•実行中

•完了

•失敗

•キャンセル済み

[State]カラム

テストの現在のステータス。次のいずれかになります。

• Ok

•完了

[Status]カラム

テスト開始時刻（MMM dd, yyyy HH:mm:ssフォーマット）。[開始時間（Start Time）]カラム

テストの長さ（秒単位）。[長さ（Duration）]カラム

テスト終了時刻（MMM dd, yyyy HH:mm:ssフォーマット）。[終了時間（End Time）]カラム

タスクの失敗の原因となった問題を解決するための推奨アク

ションを表示します。

[解決方法（Resolutions）]カラム
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第 7 章

ログ

•システムイベントログの表示（39ページ）

システムイベントログの表示
CiscoUCSSDUは、さまざまなイベントのログ情報をキャプチャします。これをテクニカルサ
ポートデータとして使用し、Cisco TACと共有して詳細分析を行うことができます。

手順

[ログ（Logs）] > [システムイベントログ（System Event Logs）]に移動します。
[システムイベントログ（System Event Logs）]ページには、次の情報が表示されます：

表 5 :システムイベントログ

説明名前

イベントのシリアル番号。[ID]カラム

イベントが発生した時刻。時刻のフォーマットは、

Mon-DD-YYYY HH:MM:SSです。
[Time]カラム
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説明名前

Cisco UCS SDUに対するプロセスの潜在的な影響を
示すシビラティコードを表示します。

•標準

•クリティカル

•情報

• Warning

特定のシビラティに関連するイベントの数は、[シス
テムイベントログ（System Events Logs）]ページ
に表示されます。

[Severity]カラム

イベントのタイプ。次のいずれかになります。

•エンティティの存在

•システムイベント

•システムファームウェアの経過表示

•プラットフォームアラート

•物理セキュリティ

•ドライブスロット

•電源モジュール

•イベントロギングが無効

[イベントタイプ（Event Type）]カラム

イベントの名前。[イベント名（Event Nane）]カラム

コンポーネントまたはプロセスで発生したインシデ

ントに関する情報を表示します。

[イベントの詳細（Event Details）]カラム

クリックすると、イベントログが完全にクリアされ

ます。

[SELのクリア（Clear SEL）]ボタン
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


